
校外学習やインターネット・図鑑などを利用して、調べ学習を積み重ねます。１年間を通して学んだことを、

１２月２日に行われた「ふうタイム発表会」で、学年ごとに発表しました。 
授業にご協力してくださった皆さん、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

科

目 

学

年 
テーマ素材 活動場所 活動内容 

 

生

活

科 

１ 磯遊び 滝の澗海岸 
寿都の海には、どんな生き物が 

いる？活動を通して、海に親しむ。 

２ 
ホタテのひみつを

さがそう 
漁組直売所 

ホタテのからだのしくみは？ 

観察や、働く人に質問する。 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 

３ 
寿都の名物の 

カキを調べよう 
漁組直売所 

カキについて調べて、わかったこ

とを新聞にまとめる。 

４ 

寿都のウニや 

アワビを宣伝 

しよう！ 

漁組・ 

有戸漁港 

競りのようすやアワビ蓄養施設を

見学する。調べた情報を活用し、

寿都の魅力を発信する。 

５ 
寿都の水産業 

サケの人工授精 

さけ・ます 

ふ化場 

サケの人工授精を体験する。サケ

の生態を学ぶ。受精卵を学校の水

槽で管理、ふ化させる。 

６ 
サケ稚魚放流・ 

サケ漁漁業体験 

さけ・ます 

ふ化場 

有戸漁港 

春に、水槽で育てたサケの稚魚を

川に放流する。秋には、有戸漁港

から漁船に乗船する。水揚げされ

た魚はどうなるのか、漁師の仕事

の工夫や悩み、魅力を探る。 
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寿都小学校運営協議会 定例会議 
（本校の委員は、地域住民・保護者・教職員の計１２名で構成しています。） 

 

第１回（５/１６）  
委員の任命・学校経営方針の承認 

コミュニティ・スクールのしくみについてなど 

第２回 （８/２２） 
児童・保護者・教職員による学校評価の結果を受けて、学校が出した自己

評価や改善策の適切さを、委員が評価しました。 

（小学校ホームページの“学校評価”に掲載中です。） 

寿都小学校では、ふうタイムと題して「地域の素材を生かし、地域に根ざした特色ある活動（ふるさと教育）」を、

地域の方などに協力していただきながら取り組んでいます。その中から、水産に関わる授業をご紹介します。 

１年生 磯遊び 

２年生 直売所にて 

６年生 漁業体験 

次号は、潮路小学校です。 



各校では、雑巾に仕立てるために、
手拭いタオルを集めています。 
（先日、寿都小学校に寄贈していただ
きました。早速、雑巾に仕立てました。
ありがとうございました。） 
 
寿都小学校では、ＰＴＡ活動で空ビン

回収を行っており、ビンの回収をしてい
ただけるお店を探しています。情報があ
りましたら、学校までお願いします。 
  
各校では、スキー授業の指導補助をし

ていただける方を募集しています。 
 

  
 

 

≪山形県大石田町 CS の視察報告について≫ 
「本町で CS が馴染む取組かどうか。視察地と

の地域性の違いや、視察先が上手くいってい

る特徴が、本町にもあるのかどうか」 

「寿都町がクリアしていかなければならない

課題はなんだろうか」 

 
≪各校の学校運営協議会の取組や 

学校支援などの情報交流≫ 
「子どもたちには、ずっと高校まで寿都にい

て、寿都の歴史などを学んで欲しい」 

「CS の存在意義は『子どもたちがこう変わっ

た。地域がこう変わった』という、結果をど

う示していくかということではないか」 

「挨拶は、基本的な人格形成に関わること。PTA 

と地域が一体となって取り組めるとよい」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各校ＣＳ担当  

寿都小学校 ℡62-2030  潮路小学校 ℡64-5003  寿都中学校 ℡62-2158 

 

 
 
コミュニティ・スクールは平成２６年４月１

日現在、全国で１９１９校あります。 
道内でこの仕組を導入しているのは、

寿都町の他に、三笠市・北広島市・釧路市・
別海町・安平町・知内町・占冠村です。（平成
２６年５月１日現在） 
その中でも、町内すべての小・中学校が

コミュニティ・スクールに指定されている
のは、寿都町だけです。 

大石田中学校にて 

今年度、3 校一堂に会しての会議は、今回が最後でした。

あとは、各校ごとに会議等が予定されています。 

町内小中学校運営協議会から代表委員１８人
が集まり、第２回定例会議を開催しました。議題
は以下の通りです。委員からは、たくさんの意見
が出ました。 

寿都町学校運営協議会連絡会 
 第２回定例会議（11月6日：寿都小） 

  
１０月７日、寿都町より１年早くコミュニティ・スクールを導入した大石田町へ視察に行きました。 

寿都町コミュニティ・スクールの活動に参考となるお話を伺うことができました。 
 参加した委員からは次のような感想がありました。 
 
「『学校として地域と結びつくことが、まだまだできるこ 

とがある』ことを教えられた」 

「自分たちがごく普通に地域の人と連携していることが、 

他の町より優れていることが良くわかった。…この連携 

の芽をつぶさないで、更に進化させるよう取り組んでいく 

必要がある」 

「我が町も、とにかくたくさんの方に学校に興味を持って 

もらい、学校に来てもらえるよう声をかけることが第一歩？」 

 

大石田中学校にて 

先進地に学ぶ～山形県大石田町ＣＳ視察～ 
※ 


